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第２章 町田市をとりまく高齢者の基本課題 
 

 １  町田市をとりまく高齢者の状況 

（１）人口・世帯数の推移 

町田市の人口は増加しており、2011 年には 419,525 人になり、1990

年の 343,787 人から 1.22 倍程度増加しています。 

世帯数についても、2011 年には 179,850 世帯になり、1990 年の

1.53 倍程度増加しています。一方で、世帯の小規模化が進行しています。

（図 2-１） 

 

 

 

 

 

 
図 2-１ 人口及び世帯数の推移 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：各年 1 月 1 日（住民基本台帳） 
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（２）年齢３階級別の人口の推移 

年少人口は実数・比率ともに 2011 年をピークに、今後減少すると予測さ

れます。 

高齢者は実数・比率とも増加し、201５年には 10 万人を超え、（高齢化

率 24.4％）、2025 年には約 11 万人（同 25.5％）になると予測されます。

（図 2-2、図 2-3） 
 
図 2-2 年齢３階級別の人口の推移と予測（実数） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：1990～2011 年は、各年 1 月 1 日（住民基本台帳） 
2015 年以降は「町田市将来人口推計」（2010 年 10 月 1 日の住民基本台帳を基準値として推計） 

 
図 2-3 年齢３階級別の人口の推移と予測（構成比） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：1990～2011 年は、各年 1 月 1 日（住民基本台帳） 

2015 年以降は「町田市将来人口推計」（2010 年 10 月 1 日の住民基本台帳を基準値として推計） 
注：パーセントは、四捨五入して計算しているため、合計が 100％にならない場合がある。 
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（３）高齢化の推移 

町田市の高齢化率は、1990 年には 7.9％でしたが、2008 年には 20％

を超え、市内総人口の約５人に一人は高齢者となりました。また、2011 年

には 21.5％となっており、13.6 ポイント増加しています。 

また、団塊の世代が全て高齢者となる 2015 年には高齢化率が 24.4％に

なることが予測されます。（図 2-4） 

 

 

 
図 2-4 町田市における高齢化の推移と予測 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：1990～2011 年は、各年 1 月 1 日（住民基本台帳） 

2015 年以降は「町田市将来人口推計」（2010 年 10 月 1 日の住民基本台帳を基準値とした推計） 
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（４）前期及び後期高齢者人口の推移 

前期高齢者（65 歳～74 歳）人口は、2015 年をピークにその後は減少

すると予測されます。 

後期高齢者（75 歳以上）人口は増加し、2019 年には実数・比率ともに、

前期高齢者を超えると予測されます。（図 2-5、図 2-6） 
 
図 2-5 前期及び後期高齢者人口の推移と予測（実数） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：1995、2000 年は国勢調査 2005、2011 年は住民基本台帳（各年 1 月 1 日） 

2015 年以降は「町田市将来人口推計」（2010 年 10 月 1 日の住民基本台帳を基準値とした推計） 
 
図 2-6 前期及び後期高齢者人口の推移と予測（比率） 
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2015 年以降は「町田市将来人口推計」（2010 年 10 月 1 日の住民基本台帳を基準値とした推計） 
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（５）ひとり暮らし高齢者と高齢夫婦のみ世帯の推移 

ひとり暮らし高齢者、高齢夫婦のみ世帯が増加しています。ひとり暮らし

高齢者は、1990 年の 2,648 世帯から 2010 年には 16,104 世帯となっ

ており、約 6.1 倍となっています。高齢夫婦のみ世帯は、1990 年の 5,450

世帯から 2010 年には 20,034 世帯となっており、約 3.7 倍となっていま

す。（図 2-7） 
 
図 2-7 ひとり暮らし高齢者と高齢夫婦のみ世帯の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：国勢調査 
注：2000 年、2005 年、2010 年の高齢夫婦のみ世帯は夫 65 歳以上、妻 60 歳以上夫婦１組の世帯 
 

（６）圏域・町別にみた高齢化の状況 

高齢者人口は、圏域別では、南地区が 24,821 人で最も多く、鶴川地区が

18,408 人で最も少なくなっています。 

高齢化率は圏域別では、町田地区が23.6％で最も高く、鶴川地区が20.1％

で最も低くなっています。 

圏域により、高齢者数、高齢化率に差があります。また町ごとに高齢化の

伸び率が異なり、10 年間で２倍になった町もあります。（表 2-1、図 2-8） 
 
表 2-1 圏域別の高齢化の状況 

地 区 人口 高齢者人口 高齢化率 

堺 ・ 忠 生 地 区 117,994 24,405 20.7％ 

鶴 川 地 区 91,703 18,408 20.1％ 

町 田 地 区 95,743 22,573 23.6％ 

南 地 区 114,085 24,821 21.8％ 

全 市 419,525 90,207 21.5％ 

資料：住民基本データ（外国人登録含まない） 2011 年 1 月 1 日時点 
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図 2-8 町別の高齢化の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：住民基本データ（外国人は含まない） 200１年 1 月 1 日時点、2011 年 1 月 1 日時点 
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（７）６５歳以上の高齢者と＊要介護認定者の状況 

町田市の 65 歳以上の高齢者は、2000 年度に比べて、2011 年度には

164.2 ポイントとなっており、国や都よりも高く推移しています。（図 2-9） 

 
図 2-9 65 歳以上の高齢者の推移（町田市、東京都、国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：厚生労働省及び東京都ホームページ（各年度３月末時点）ただし 2011 年度は 2011 年４月末時点の数値 

2000 年を 100 ポイントとした場合の数値 
 

 

町田市の要介護認定者は、2000 年度に比べて、2011 年度には 223.7

ポイントとなっており、国や都よりも高く推移しています。（図 2-10） 

 
図 2-10 要介護認定者の推移（町田市、東京都、国） 
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（８）町田市の高齢者の現状 

要介護認定の有無や家族構成などでみた町田市の高齢者の現状は以下のと

おりです。 

高齢者人口は 9 万人のうち要介護認定を受けていない方は 7.5 万人となっ

ています。そのうち、お元気な方は 5.8 万人、要介護認定を受けていないも

のの、介護が必要となる可能性のある高齢者（＊二次予防事業対象者）は 1.7

万人となっています。 

要介護認定を受けている方は 1.5 万人となっており、要介護度が重くなる

ほど認知症の症状がある方が多い状況となっています。 

ひとり暮らし高齢者世帯は 1.6 万世帯、高齢夫婦のみ世帯（※1）は２万

世帯となっています。（図 2-11） 
 
図 2-11 町田市の高齢者の現状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：高齢者福祉課（2012 年 1 月末時点） 
※1 ：高齢夫婦のみ世帯とは夫 65 歳以上、妻 60 歳以上夫婦１組の世帯 
※2 ：市民ニーズ調査結果をもとに算定した推測値で、介護予防等の取り組みが必要と考えられる割

合。「二次予防事業対象者」の抽出にあたっては、認知症のリスクがあっても、その他の運動機能
や口腔機能等で該当しなければ、対象外となる。 
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 ２  市民ニーズ調査 

（１）調査の概要 
① 調査の目的 

「町田市高齢者福祉計画」「第５期町田市介護保険事業計画」を策定する

にあたり、高齢者や、その家族等の意識、実態を把握し、本計画の策定の

基礎資料として活用するために実施しました。 

 

② 調査対象 
・市内在住の一般高齢者（要介護認定を受けていない 65 歳以上の高齢者及

び要支援１、２、要介護１、２の認定者）         3,000 人 

・介護保険サービス利用者（要介護３以上の認定者）       1,000 人 

 

③ 調査期間 
2011 年５月 16 日から 2011 年５月 31 日 

 

④ 調査方法 
郵送による配布・回収 

 

⑤ 回収状況 
調査対象 配 布 数 有効回収数 有効回収率 

一般高齢者 3,000 通 2,034 通 67.8％ 

介護保険サービス利用者 1,000 通 472 通 47.2％ 

 

⑥ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してありま

す。また、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が

100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率で

あるかという見方になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合

があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数

の合計と単純集計（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。な

お、クロス集計とは、複数項目の組み合わせで分類した集計のことで、複

数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成することにより、その相

互の関係を明らかにするための集計方法です。 
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⑦ 調査結果の概要 
調査結果 結果の詳細 

１ 一般高齢者調査結果 

ア 高齢者の家族構成から 

  ・ひとり暮らし高齢者の割合 17.5％ 
・同居している人のうち、２人暮らし高齢者の割合 57.2％ 

・同居している人のうち、日中独居高齢者の割合 35.1％ 

15 ページ 

図 2-12、図 2-13

図 2-14 

イ 高齢者の状況から 

 ・趣味や生きがいを持たない人の割合 19.1％ 16 ページ 

図 2-16、図 2-17 

ウ 生活機能に関する評価から 

・二次予防事業対象者の割合 22.1％ 

・二次予防事業対象者は、75 歳を境目に該当者が大きく増加 

18 ページ 

図 2-18、図 2-19

・二次予防事業対象者は一般高齢者に比べ「運動機能」と「口

腔機能」が低下 

20 ページ 

図 2-23 

 

・認知症機能障害程度は、75 歳を境目に大きく増加 21 ページ 

図 2-24、図 2-25

２ 介護保険サービス利用者調査結果 

ア 要介護者の現状から 

・介護が必要になった主な原因は「認知症」の割合が最も高

く 39.4％ 

22 ページ 

図 2-26 

 

・今後の生活の希望で、特別養護老人ホームなどの施設に入

所したい人の割合は、要介護者が 15.7％、介護者が 25.4％ 

23 ページ 

図 2-27 

27 ページ 

図 2-32 

イ 介護保険に関することから 

 ・「現在のサービスを維持できるならば、介護保険料の増額

もやむを得ない」と回答した方は、要介護３以上の認定者

で 31.6％、一般高齢者で 16.4％ 

26 ページ 

図 2-30、図 2-31

ウ 介護者の視点から 

 ・介護をしていくうえでの問題では「精神的に疲れ、ストレ

スがたまる」が 65.1％で最も高く、精神面での負担が非常

に大きい 

28 ページ 

図 2-33 
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（２）調査の結果 
 

１ 一般高齢者調査結果  

 

ア 高齢者の家族構成から 

「一人暮らし」の高齢者の割合が 17.5％。家族などと同居している人も、

57.2％が「2 人」で暮らしており、35.1％の人は日中一人になることが

よくあるため、ひとり暮らし、あるいは日中独居の高齢者への見守りが必

要と考えられます。（図 2-12、図 2-13、図 2-14） 

 
図 2-12 家族構成をお教えください。（１つに○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-13 「家族などと同居（二世帯同居を含む）」と答えた方におたずねします。ご自分を含め

て何人で暮らしていますか。（１つに○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-14 「家族などと同居（二世帯同居を含む）」と答えた方におたずねします。日中、一人に

なることがありますか。（１つに○） 

 
 
 
 
 

調査対象 配 布 数 有効回収数 有効回収率 

一般高齢者 3,000 通 2,034 通 67.8％ 

N =

1621 35.1 48.4 15.2 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1621 57.2 21.7 7.6 5.93.6

1.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

2034 17.5 79.7

1.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある たまにある ない 無回答

2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 人以上 無回答

家族などと同居（二世帯同居を含む）

無回答

一人暮らし

その他（施設入居など）
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イ 高齢者の状況から 
 

「町内会・自治会」に参加している人が 20.8％、「サークル・自主グル

ープ」に参加している人が 18.9％いる一方で、「参加していない人」が

54.0％います。自分から地域活動等に参加できない人や参加しない人への

働きかけが重要と考えられます。（図 2-15） 
 
図 2-15 地域活動等に参加していますか。（いくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多くの人は趣味や生きがいを持っていますが、特に持っていない人も

19.1％います。趣味、生きがいを持たない人が日々の楽しみを持ってもら

えるための働きかけやきっかけづくりが重要と考えられます。（図 2-16、

図 2-17） 
 

図 2-16 趣味はありますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N = 2034 ％

町内会・自治会

サークル・自主グループ
（住民グループ）

祭り・行事

老人クラブ

その他

参加していない

無回答

20.8

18.9

7.6

6.4

6.4

54.0

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

N 

65～69歳 590

70～74歳 454

75～79歳 395

80～84歳 279

85歳以上 299

83.7

85.0

76.2

70.3

64.5

14.9

12.8

21.8

24.0

29.8

5.7

5.7

2.0

2.2

1.4

N =

2034 77.9 19.1 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

全 体 
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図 2-17 生きがいはありますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ウ 生活機能に関する評価から 

今回の調査では、生活機能に関する回答結果から、二次予防事業対象者

（要支援・要介護状態になる可能性のある高齢者）を把握することができ

ます。 

以下の４項目のうち、１つ以上に該当する人を二次予防事業対象者とし

て判定しました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
以下の４項目のうち、１つ以上に該当する人のこと。 

 ①基本チェック項目 20 設問のうち、10 設問以上で該当。 

 ②基本チェック項目のうち、運動機能に関する５設問において、３設問以上

で該当。 

 ③基本チェック項目のうち、栄養状態に関する２設問全てで該当。 

 ④基本チェック項目のうち、口腔機能に関する３設問のうち、２設問以上で

該当。 

二次予防事業対象者 

65～69歳 590

70～74歳 454

75～79歳 395

80～84歳 279

85歳以上 299

85.9

79.5

71.1

64.9

63.2

11.7

16.1

23.3

25.8

26.4

4.4

5.6

9.3

10.4

2.4

N =

2034 75.3 19.1 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

全 体 
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分析結果 
 

今回の調査では、生活機能に関する項目全てに回答した高齢者 1,690 人

のうち、介護保険の認定を受けていない高齢者は、要支援・要介護認定者 577

人を除く、1,113 人でした。二次予防事業対象者には、この 1,113 人のう

ち、246 人の約 22.1％が該当しています。（図 2-18） 

また、二次予防事業対象者は、75 歳を境目に該当者が大きく増加してお

り、健康寿命を延伸するためにも、前期高齢者のころから、*介護予防への意

識を高め実践することが重要と考えられます。（図２-19、図 2-20、図 2-21、

図 2-22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 運動機能について 

回答者 
設問（該当する回答） 

一般高齢者 
二次予防事業 
対象者 

問３ ①階段を手すりや壁をつたわらずに昇っています
か。（いいえ） 

16.1％ 54.5％ 

問３ ②椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上
がっていますか。（いいえ） 

2.1％ 37.0％ 

問３ ③15 分位続けて歩いていますか。 
（いいえ） 

2.7％ 16.3％ 

問６ ①この 1 年間に転んだことがありますか。（はい） 10.1％ 33.7％ 

問６ ②転倒に対する不安は大きいですか。 
（はい） 

23.8％ 63.4％ 

 

 

年齢 
（人） 

一般
高齢者
77.9%

二次予防
事業

対象者
22．1%

図 2－18 二次予防事業対象者の割合 図 2-19 二次予防事業対象者の割合（性別、年齢別） 

13.6
15.8

26.9 27.7

32.3

8.8 11.7

23.1 25.0

32.4

18.2

19.2

31.7 30.0

32.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

65～69歳

(529)

70～74歳

(360)

75～79歳

(238)

80～84歳

(112)

85歳以上

(65)

全体（1304）

男性（645）

女性（659）

（％）
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図 2-20 運動機能の項目における二次予防事業対象者の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

②  栄養状態について 

回答者 
設問（該当する回答） 

一般高齢者 
二次予防事業 
対象者 

問８ ①６カ月間で２～３㎏以上の体重減少がありまし
たか。（はい） 

8.0％ 24.0％ 

問８ ②ＢＭＩが 18.5 未満 7.7％ 16.8％ 

 

 

図 2-21 栄養状態の項目における二次予防事業対象者の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.0

0.4
1.2 1.5

5.8

2.7

0.0

2.0 1.9

1.7
0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

65～69歳
(529)

70～74歳
(360)

75～79歳
(238)

80～84歳
(112)

85歳以上
(65)

男性（645）

女性（659）

(％) 

男女ともに年齢があがる

につれて該当者の割合が高

くなっています。女性では

75 歳以上、男性では 80

歳以上で増加しています。

また、男性に比べ女性で

該当者の割合が高くなって

います。 

女性では、70～74 歳

をピークに該当者割合が

減少しています。一方、

男性では、75～79 歳か

ら 80～84 歳で、3.9 ポ

イント上昇しています。

 

8.1
13.5

6.04.33.8

25.0

18.319.2

9.1
7.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

65～69歳

(529)

70～74歳

(360)

75～79歳

(238)

80～84歳

(112)

85歳以上

(65)

男性（645）

女性（659）

(％) 

年齢 
（人） 

年齢 
（人） 
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③ 口腔機能について 

回答者 
設問（該当する回答） 

一般高齢者 
二次予防事業 
対象者 

問８ ②半年前に比べて固いものが食べにくくなりまし
たか。（はい） 

10.4％ 61.0％ 

問８ ③お茶や汁物等でむせることがありますか。（は
い） 

10.3％ 52.4％ 

問８ ④口の渇きが気になりますか。（はい） 12.7％ 60.6％ 

 

 

 
図 2-22 口腔機能の項目における二次予防事業対象者の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(％) 女性では、79 歳以

下で男性に比べ該当

者割合が高くなって

いますが、80 歳以上

になると、該当者割合

が女性に比べ男性が

高くなっています。男

性では、75 歳～79

歳を境に、該当者割合

が急激に増加してい

ます。 

 

年齢 
（人） 

5.8 9.3

18.7

21.2 24.3

14.5 12.6

21.2

18.3 17.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

65～69歳
(529)

70～74歳
(360)

75～79歳
(238)

80～84歳
(112)

85歳以上
(65)

男性（645）

女性（659）
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市民ニーズ調査の項目別評価結果から、「運動機能」と「口腔機能」で、非

該当者の一般高齢者と二次予防事業対象者間の開きが特に大きく、それらの

低下により、要支援・要介護状態になることが考えられます。そのため、75

歳以降も心身の健康を保ち、要介護状態にならないよう、介護予防を進めて

いくことが必要と考えられます。（図 2-23） 

 

 
 

図 2-23 生活機能についての項目別評価結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般高齢者（867）

二次予防事業対象者（246）

グラフの見方 

・各データは一般高齢者、二次予防

事業対象者の非該当者の割合を

表示。 

・100 に近ければ、機能低下なし。

・0 に近ければ、機能低下あり。 

（％）

100.0100.0

88.6

98.4

100.0

100.0

89.9

87.9

75.1

83.3

54.9

90.7

57.3

93.5

28.0
55.3

75.6

57.3

0

20

40

60

80

100
虚弱

運動機能

閉じこもり

転倒

栄養状態口腔機能

認知症リスク

認知機能

うつ
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特に、認知機能障害程度（ＣＰＳ）は、男女とも加齢とともに該当者が増

加しています。特に 75 歳を境目に該当者が大きく増加し、認知症対策につ

いては、早い段階（前期高齢者）からの予防が重要と考えられます。（図 2-24、

図 2-25） 

 
 
図 2-24、図 2-25 認知症リスクがある方の割合 
図 2-24 性・年齢階級別             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-25 認定状況・年齢階級別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年齢 
（人） 

年齢 
（人）

男女ともに年齢があ

がるにつれて該当者の

割合が高くなっていま

す。 

75 歳以上になると該

当者がともに増加し、

85 歳以上になると、女

性が男性を上回ります。

 

一般高齢者、二次予防

事業対象者ともに 75 歳

以上になると、該当者の

割合が高くなります。 

一般高齢者が 75 歳を

ピークに減少する一方

で、二次予防事業対象者

は増加します。 

 

17.1
19.4

34.8 34.6
47.5

13.9 15.8

29.6
34.0

49.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

65～69歳

(589)

70～74歳

(454)

75～79歳

(394)

80～84歳

(278)

85歳以上

(298)

男性（717）

女性（817）

（％）

11.8
19.6

8.8

10.5
18.1

29.028.212.322.3
33.4

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

65～69歳

(511)

70～74歳

(365)

75～79歳

(328)

80～84歳

(225)

85歳以上

(251)

一般高齢者（863） 二次予防事業対象者（245）

（％）



  第２章 町田市をとりまく高齢者の基本課題   
 

 
23 

 
２ 介護保険サービス利用者調査結果 

調査対象 配 布 数 有効回収数 有効回収率 

介護保険サービス利用者 1,000 通 472 通 47.2％ 

 

ア 要介護者の現状から 

要介護３以上の人で介護が必要になった主な原因は「認知症（アルツハ

イマー病等）」の割合が 39.4％と最も高く、認知症対策をしていくことの

重要性がうかがえます。（図 2-26） 
 

図 2-26 介護が必要になった主な原因はなんですか。（いくつでも○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N = 472 ％

認知症( アルツハイマー病等)

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

高齢による衰弱

骨折・転倒

心臓病

糖尿病

パーキンソン病

視覚・聴覚障がい

関節の病気( リウマチ等)

呼吸器の病気( 肺気腫･ 肺炎
等)

脊椎損傷

がん（悪性新生物）

その他

不明

無回答

39.4

27.3

21.8

19.7

8.5

7.8

6.4

5.7

5.3

4.4

3.4

3.2

16.3

0.8

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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家族などの介護を受けながら自宅で生活したい

在宅サービスを受けながら自宅で生活したい

特別養護老人ホームや老人保健施設などの施設に入所したい

有料老人ホームに入居したい

グループホーム（少人数を単位とした小規模な共同住居）に入居したい

高齢者に適した賃貸住宅に住み替えたい

自宅近くで様々なサービスが受けられる小さな施設などを利用しながら生

その他

わからない

無回答

自宅近くで様々なサービスが受けられる小さな施設などを利用しながら生活したい

 

今後の生活の希望としては、自宅での生活を希望する人が 49.1％となっ

ており、在宅ケアの充実が必要であると考えられます。また、＊特別養護老

人ホームや老人保健施設などの施設に入所したい人の割合は 15.7％とな

っており、特に要介護４の人で、入所したい人の割合がやや高く、家庭で

介護を行うことが難しい重度者が利用できるよう、適切な施設サービス供

給の検討をする必要があります。（図 2-27） 

 

 

 
図 2-27 あなたは、今後、どこでどのような生活をしたいと思いますか。（１つに○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※図 2-27 の要介護度別集計は、要介護 3、4、5 以外を回答した 34 人を除いています。 

 
 
 
 

N =

472 29.4 19.7 15.7

1.3 1.1 1.5

4.4 10.4 8.7 7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

要介護３ 161

要介護４ 123

要介護５ 154 25.3

28.5

31.7

15.6

22.0

22.4

16.2

20.3

13.7

1.9

1.9

2.4

1.2

0.6

2.4

1.2

1.3

0.8

8.1

14.9

8.9

9.3

13.6

8.1

4.3

10.4

6.5

6.2

全 体 
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イ 介護保険に関することから 

介護保険サービスについて満足している人は 46.6％となっています。ま

た、介護保険サービスをより充実するために必要なことは、「介護職員等の

人材を育成し、介護保険サービスの質を高めること」の割合が 39.8％と最

も高く、次いで「寝たきりにならないよう、介護予防のサービスに力を入

れること」「緊急等に短期入所を利用しやすいようにすること」などのニー

ズが高くなっています。（図 2-28、図 2-29） 

 
 
 

図 2-28 あなたは、介護保険サービス全般について満足していますか。（１つに○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※図 2-28 の要介護度別集計は、要介護 3、4、5 以外を回答した 34 人を除いています。 

N =

要介護３ 161

要介護４ 123

要介護５ 154 19.5

19.5

26.1

24.0

22.8

29.2

29.2

41.5

32.3

8.4

10.6

3.1

8.4

0.8

5.0

10.4

4.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

472 21.8 24.8 33.5 7.2 5.3 7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している やや満足している ふつう

やや不満である 不満である 無回答

全 体 
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図 2-29 「介護保険サービス」をより充実するために、あなたが必要と思うことは次のうち 

どれですか。（３つまで○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 472 ％

介護職員等の人材を育成し、介
護サービスの質を高めること

寝たきりにならないよう、介護予
防のサービスに力を入れること

緊急等に短期入所を利用しやす
いようにすること

２４時間対応できる介護サービス
を導入すること

地域全体で介護を支援するしく
みづくりを行うこと

介護保険料が増額しても、特別
養護老人ホームや老人保健施設
などの介護施設を増やすこと

高齢者支援センター（地域包括
支援センター）などの相談業務の
機能を充実すること

介護保険以外のサービスを充実
すること

その他

わからない

無回答

39.8

34.7

34.1

28.6

24.2

18.0

9.7

7.8

4.2

8.5

7.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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要介護３以上の認定者については、介護保険サービスと介護保険料につ

いて、増額もやむを得ないとする人は 31.6%と、一般高齢者や軽度の認定

者に比べて高くなっています。（図 2-30、図 2-31） 

 
図 2-30，図 2-31 今後、介護保険サービスの増加が見込まれる中で、介護保険サービスと介護

保険料について、あなたの考えに最も近いものは次のうちどれですか。 
（１つに○） 

 
 

図 2-30 一般高齢者（要介護認定を受けていない 65 歳以上の高齢者及び 
要支援１、２、要介護１、２の認定者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-31 介護保険サービス利用者（要介護３以上の認定者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※図 2-31 の要介護度別集計は、要介護 3、4、5 以外を回答した 34 人を除いています。 

N =

161

123

154 11.7

7.3

10.6

21.4

26.0

28.6

34.4

32.5

31.1

24.0

26.8

20.5

8.4

7.3

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

472 10.2 25.6 31.6 23.7 8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護保険サービスが今より少なくなっても、介護保険料を下げてほしい

介護保険サービスが今より少なくなっても、現在の介護保険料を維持してほしい

現在の介護保険サービスを維持できるならば、介護保険料の増額もやむを得ない

わからない

無回答

N =

2034 21.5 17.2 16.4 33.4 11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護保険サービスが今より少なくなっても、介護保険料を下げてほしい

介護保険サービスが今より少なくなっても、現在の介護保険料を維持してほしい

現在の介護保険サービスを維持できるならば、介護保険料の増額もやむを得ない

わからない

無回答

全 体 

要介護３

要介護４

要介護５
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ウ 介護者の視点から 

介護者の今後の生活の希望について、「特別養護老人ホームや老人保健施

設などの施設に入所する」の割合が 25.4％と最も高く、要介護度が重い人

ほど割合が高くなっており、重度者の方が適切に施設に入所できるよう施

設整備を検討する必要があります。（図 2-32） 

 

 

 
図 2-32 今後、あて名ご本人がどこで生活するのが良いと思いますか。（１つに○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※図 2-32 は介護保険サービス利用者（要介護 3 以上の認定者）472 人中、介護者が回答した 398 人

の集計結果です。 

 

 

N =

144

97

128 18.8

26.8

21.5

22.7

21.6

29.2

29.7

27.8

20.8

0.8

2.1

2.1

0.8

2.1

3.51.4

2.3

6.2

9.7

10.9

4.1

4.9

6.3

3.1

2.8

7.8

6.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族などの介護を受けながら自宅で生活する

在宅サービスを受けながら自宅で生活する

特別養護老人ホームや老人保健施設などの施設に入所する

有料老人ホームに入居する

グループホーム（少人数を単位とした小規模な共同住居）に入居する

高齢者に適した賃貸住宅に住み替える

自宅近くで様々なサービスが受けられる小さな施設などを利用しながら生活する

その他

わからない

無回答

N =

398 22.1 24.6 25.4

1.5 2.3 0.8

6.3 6.5 4.3 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 

要介護３

要介護４

要介護５
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介護者が介護をしていくうえでの問題について、「精神的に疲れ、ストレ

スがたまる」の割合が 65.1％と最も高くなっており、精神面での負担が非

常に大きく、介護者のメンタルケアなどが必要と考えられます。（図 2-33） 

 
 

図 2-33 介護をしていくうえで、どのようなことに問題がありますか。（いくつでも○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※図 2-33 は介護保険サービス利用者（要介護 3 以上の認定者）472 人中、介護者が回答した 398 人

の集計結果。 

 
 

N = 398 ％

精神的に疲れ、ストレスがた
まる

介護がいつまで続くのかわか
らない

肉体的に疲れる

自分の自由な時間がない

経済的な負担がかさむ

家族や自分の仕事に影響が
ある

家族や親族の協力が得られ
ない

介護サービスに関する情報
が少ない

夜間のサービスが足りない

介護の方法がわからない

介護に関して相談する相手
がいない

介護事業所・医療機関などが
家の近くにない

その他

特にない

無回答

65.1

53.0

48.0

44.7

33.2

27.1

10.8

10.6

8.5

3.8

3.5

3.5

7.5

5.8

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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 ３  町田市高齢社会総合計画（第４次改定版）の評価 

本計画の課題を整理するために、高齢社会総合計画審議会や高齢社会総合計

画審議会検討部会で、町田市高齢社会総合計画（第４次改定版）の評価を行い

ました。評価結果は以下のようになります。 

 

 

（１）評価の基準 

第 4 次計画で示された 95 の施策・事業について、検討部会で以下の基準

により評価しました。 

評価の基準は以下のとおりです。（表２-２） 

 

 

   表 2-2 評価の基準について 

評価 基準とする内容等 

Ａ 達成率 70％以上 

Ｂ 達成率 50％から 70％未満 

Ｃ 達成率 0％から 50％未満 

 

 

 

（２）評価の全体結果 

全体を見ると「Ａ：達成率 70％以上」が 84.2％、「Ｂ：達成率 50％か

ら 70％未満」が 8.4％と、「Ａ：達成率 70％以上」「Ｂ：達成率 50％から

70％未満」を合わせた割合は 92.6％となっています。一方、「Ｃ：達成率 0％

から 50％未満」が 4.2％となっています。（表２-３） 
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表 2-3 評価の結果 

第４次計画の基本目標・基本施策 評価 

基本目標 基本施策 
事業数 

Ａ Ｂ Ｃ 評価なし 

（１）地域の担い手づくり 4 4    

（２）高齢者の生きがい・居場所づくり 6 5   1 

１ 
高齢者の社会参
加・生きがいづく
りの推進 

（３）就労の機会を確保する取組み 1 1    

（１）特定高齢者対策   3 3       

（２）＊地域支援事業の充実 3 3       

（３）幅広い介護予防サービスの充実 7 5     2 

２  
予防重視型シス
テムの充実 

（４）地域包括支援センターの機能の充実 2 2       

（１）＊ケアマネジメントの充実 7 5 2     

（２）地域に密着した介護基盤の整備 2 2       

（３）保健・福祉・医療との連携 4 1 2 1   

３  
高齢者の尊厳あ
る暮らしの推進 

（４）介護給付・運営の適正化 4 4       

（１）介護予防・健康づくりの展開 3 3       

（２）生活支援サービス 7 7       

（３）家族介護者への支援 3 3       

（４）多様な住まいの普及 5 5       

４  
住み慣れた地域
での生活継続の
推進 

（５）福祉のまちづくりの推進 7 5 1 1   

（１）＊認知症高齢者支援 3 2 1     

（２）高齢者の権利擁護 10 9   1   

（３）要援護高齢者支援 9 7 1 1   

５  
安心した生活の
ための仕組みの
推進 

（４）見守り支援ネットワーク 5 4 1     

合計 95 80 8 4 3 
 

割合（％） 100.0  84.2  8.4  4.2  3.2  
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（３）基本目標ごとの評価結果 
 

１ 高齢者の社会参加・生きがいづくりの推進 

本市では、高齢になっても、社会とのつながりや生きがいを持っていきい

きと過ごせるよう、地域の担い手づくりや生きがい・居場所づくり、就労の

機会を確保する取組みを推進してきました。 

特に、社会参加や地域貢献につながる地域活動の一つとして重点事業で掲

げた「いきいきポイント（介護支援ポイント）制度」については、登録者数

を増加することができ、第４次計画での目標は概ね達成しました。 

今後、元気な高齢者の増加に伴い、地域の担い手づくり、高齢者のための

生きがいや居場所づくりへの支援を、さらに充実させていく必要があります。 

 

２ 予防重視型システムの充実 

高齢者が住み慣れた地域で元気に暮らし続けるために、介護予防健診を実

施し、生活機能が低下した高齢者の把握を行うとともに、要介護・要支援状

態になることを予防するための様々な介護予防事業を行ってきました。 

特に、重点事業として取り組んだ元気アップ講座や筋力向上トレーニング

については、周知方法や実施会場の工夫により、参加者を増やすことができ、

第４次計画での目標は概ね達成しました。 

今後、より多くの方が介護予防健診を受診し、二次予防事業対象者を早期

に発見し、早い段階での予防につなげていく方法を検討していく必要があり

ます。 

また、自主グループ育成の推進などを通じて、高齢者自身が継続して介護

予防に取り組んでもらえるようにしていく必要があります。 

 

３ 高齢者の尊厳ある暮らしの推進 

高齢者が住み慣れた自宅や地域で安心して生活を続けられるように＊地域

密着型サービスの環境整備や、在宅で生活を続けることが難しい方のための

施設整備を重点的に取り組みました。また、人材育成・確保に関わる事業や

介護給付費等の適正化事業を重点事業とし、質の高い介護保険サービスや適

正な介護保険サービスの提供に向けた支援を行いました。 
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一方で、第４次計画では体制づくりに留まった保健・福祉・医療との連携

については、実質的な連携に向けた取り組みが必要です。 

また、事業者指導等による介護保険の適正な運営、市民ニーズに合わせた

介護保険施設等の整備、介護人材の育成・確保や増加が見込まれる認知症高

齢者に対応したサービスの充実を図る必要があります。さらに、利用者の自

立支援や安心した生活のためにケアマネジメントの充実も必要です。 

 

４ 住み慣れた地域での生活継続の推進 

高齢者が、住み慣れた地域で自立して生活するため、高齢者がいつまでも

健康でいられるように、健康づくりや介護予防などのソフト面での取組みと、

福祉のまちづくりや住宅改修・＊バリアフリー等の考えに基づいたハード面の

整備を行いました。 

特に重点的に取り組んだ家族介護者への支援については、家族介護者交流

会、徘徊高齢者家族支援サービス等の実施を通じて積極的に取り組み、第４

次計画での目標は、概ね達成しました。 

高齢者が住み慣れた地域で自立して生活を続けるためには、生活支援サー

ビスの提供や家族介護者への支援が、引き続き重要です。 

 

５ 安心した生活のための仕組みの推進 

高齢者が安心した生活ができるよう、認知症高齢者への支援や高齢者の権

利擁護、要援護高齢者支援、見守り支援ネットワークの立ち上げに取り組ん

できました。 

特に、重点事業の一つとした認知症高齢者支援では、＊認知症サポーターの

対象を一般市民から、銀行、小学校、消防署、薬局などへ拡大し、認知症の

理解を深めることに取り組みました。また、もう一つの重点事業である、高

齢者見守り支援ネットワーク推進事業は、＊高齢者支援センターを中心として、

地域の実情の把握と見守り支援の体制を強化しました。 

一方で、災害時の要援護者支援については、要援護者リストの整備に留ま

ったため、実質的なリストの活用や関係機関との連携体制づくりが必要です。 

また、認知症高齢者の支援や見守り体制の一層の強化を図ることが必要です。 
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 ４  今後 10 年間の考えられる動向 

（１）人口の推計 

町田市の 65 歳以上の高齢者数は、2015 年までは毎年 3,000 人近く増

加するものの、その後の増加数は年々減少していく見込みです。（図 2-34） 
 
図 2-34 人口の推計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：「町田市将来人口推計」（2010 年 10 月 1 日の住民基本台帳を基準値とした推計） 

 

（２）要介護認定者の推計 

町田市の要介護認定者は毎年増加し、2011 年の 15,109 人から、2021

年には 21,819 人になることが予測されています。（図 2-35） 
 
図 2-35 要介護認定者の推計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
資料：「町田市将来人口推計」（2010 年 10 月 1 日の住民基本台帳を基準値とした推計）及び 

介護保険課 被保険者数推計（2010 年 10 月 1 日の被保険者数を基準とした推計） 

要介護５ 

要介護４ 

要介護３ 

要介護２ 

要介護１ 

要支援２ 

要支援１ 
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3,277
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図 2-36 １０年後の考えられる動向と課題 

10 年後の考えられる動向 10 年後の考えられる課題

高齢者人口の増加 

○約４人に１人は高齢者 

○後期高齢者数が前期高齢者

数を上回る 

○高齢者が増加するが、その約

８０％は元気な高齢者 

○いきいきと地域で暮らす

た め に は 生 き が い づ く

り・集う場づくりが必要。

○元気な高齢者が地域の担

い手となる仕組みづくり

が必要。 

支援が必要な高齢者の増加 

○公営・民営の団地が多い地域

は、高齢化のスピードが早い

○ひとり暮らし高齢者や高齢

者のみ世帯が増加する 

 

ひとり暮らし高齢者

高齢者のみ世帯  

○地域での見守りや支えあ

いなどの支援が重要。 

○安心して暮らせる住まい

が必要。 

介護が必要な高齢者の増加 

 

高齢者に  
よる介護  

要介護認定者が

いる家庭  

認知症高齢者の増加 

 認知症高齢者

○要介護認定者数は約 22,000

人となる（6,700 人増） 

○高齢者による介護が行われ

ている家庭は要介護認定者

の約５割 

○早期の段階から介護予防

を行うことが重要。 

○家族介護者への支援が重

要。 

○介護保険料の増加、施設

不足、介護従事者の不足。

○認知症高齢者は要介護認定

者の約５割 

○認知症高齢者数は 11,000

人（3,500 人増） 

○認知症に対する理解の

普及、見守り等が重要

○家族介護者への支援が

重要。 

 

高齢者
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 ５  町田市の課題 

町田市をとりまく高齢者の基本課題や、市民ニーズ調査、町田市高齢社会総

合計画（第４次改定版）の評価から見えてくる課題は以下のとおりです。 

 

 市民ニーズ調査から見える課題 
第４次計画の評価から 
見えてくる課題 

 

○高齢者が趣味や生きがいを持ち、社会参

加や地域に貢献できるような、魅力的な

活動の仕組みや拠点などが必要。 

○一般高齢者のうち約２割の方が二次予防

事業対象者であり、予防事業への参加促

進が必要。 

○地域の担い手づくり、高齢者のための生きがい

や居場所づくりへの支援をより充実させるこ

とが必要。 

○介護予防健診の受診率を増加させ、二次予防事

業対象者を早期に発見し、より早い段階で予防

につなげていく方法を検討していくことが必

要。 

○自主グループ育成の推進など介護予防の充実

を図っていくことが必要。 

 

○ひとり暮らし高齢者世帯、高齢者のみ世

帯、日中独居の高齢者が多くいるため見

守りや相談などの支援が必要。 

○認知症高齢者の支援や見守り体制の一層の強

化を図ることが必要。 

○高齢者が地域で安心した生活ができるよう保

健・福祉・医療の連携が必要。 

○＊災害時要援護者リストの活用や関係機関との

連携が必要。 

 

○重度の要介護認定者のニーズを踏まえ、

今後も入所施設の整備を充実させていく

ことが必要。 

○市民ニーズに合わせた介護保険施設等の整備

を進めることが必要。 

 

○介護保険サービスをより充実させるため

には、介護職員等の人材育成が必要。 

○事業者指導等により介護保険の適正な運営を

進めることが必要。 

○介護に関わる人材が不足しているため、人材の

育成・確保が必要。 

 

○家族介護者の負担を減らす取組みが必

要。 

○在宅介護の支援のために、生活支援サービスの

提供や家族介護者への支援が重要。 

○認知症に対応したサービスの充実をさらに図

ることが必要。 

○利用者の自立支援や安心した生活のためにケ

アマネジメントの充実が必要。 
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１０年後に考えられる課題  町田市の課題の整理 キーワード 

○いきいきと地域で暮らすた

めには生きがいづくり・集う

場づくりが必要。 

○元気な高齢者に対する、地域

の担い手の仕組みづくりが

必要。 

○地域での見守りや支えあい

といった支援が重要。 

○早期の段階から介護予防を

行うことが重要。 

 

○多くの元気な高齢者に対する地域と

のつながりづくりや生きがいづくり

などへの支援を行う必要がある。 

○介護が必要となる可能性のある高齢

者を早期に発見し、早期予防につな

げる必要がある。 

○介護予防への取組みの裾野を広げ、

さらに介護予防事業の充実を図る必

要がある。 

○地域参加 
 
○生きがいづくり 
 
○介護予防 
 

など 

○認知症に対する理解の普及、

見守り等が重要。 

 

○認知症高齢者の増加も見込まれるた

め、保健・福祉・医療との連携の強

化がより重要になる。 

○ひとり暮らし高齢者世帯や高齢者の

み世帯、認知症高齢者などの支援を

必要とする人の増加により、見守り

を含めた多様な側面からの支援が重

要である。 

○地域での見守り 
 
○認知症対策 
 

など 

○介護保険施設の不足。 

○安心して暮らせる住まいが

必要。 
 

○住み慣れた地域で暮らし続けるため

に、自分自身の状態に応じた住まい

を選択できるよう整備することが重

要である。 

○住まい 
 
○施設サービス 
 

など 

○介護保険料の増加、施設不

足、介護従事者の不足。 

 

○人材育成や様々な研修などによる質

の高い介護保険サービスを提供する

ことが重要である。 

○介護人材の育成 
 
○介護保険サービ
スの質的向上 

○家族介護者への支援が重要。 

 

○市民ニーズに応じた介護保険サービ

スを提供し、適正な介護保険事業の

運営を行うことが重要である。 

○介護保険の適
正な運営 
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 ６  町田市が描く高齢者のための未来予想図 

町田市の課題を踏まえ、10 年後の町田市の目指す姿を視覚的に示したもの

です。（図 2-37） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-37 高齢者のための未来予想図 

１ 地域参加と生きがい
    づくりの推進

就労の機会の確保

高齢者の生きがい・
集う場づくり

シルバー人材センター

民間企業等

社会福祉協議会

４ 安心して介護保険サービス
　を利用できる環境づくり

保健・福祉・介護・医療との連携

５ 介護保険事業の円滑な運営 介護給付・運営の
適正化の推進

介護保険施設の整備

介護保険
施設

地域密着型
サービス

介護人材の育成・
確保支援

３ 自分に合った施設
　や住まいの選択

高齢者の住まいの
選択肢拡大

２ 住み慣れた地域での
　 生活継続の推進

自主グループ

健康づくり・
介護予防の推進

ふれあい館 ふれあい
サロン

ボランティア

民生・児童委員

町内会・自治会

ＮＰＯ団体等

医療機関

老人クラブ

高齢者のみ世帯

要介護認定者
がいる家庭

高齢者による
介護

ひとり
暮らし高齢者

認知症高齢者

認知症高齢者支援

高齢者の見守り支援
ネットワークの拡大

家族介護者支援

高齢者支援
センター

高齢者支援センター
機能の充実
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10 年後の町田市の目指す姿は、「高齢者が健康であること、生きがいを持って安

心して暮らせること、住み慣れた地域で住み続けられること」です。 

健康づくりや介護予防など、個人や家庭でできることは自ら見つけて取り組むこ

と（自助）、地域での見守りなど、支援が必要な人を地域の連携や支えあいで支援す

ること（共助）、市から公的なサービスを適切に提供し、支援に向けた仕組みを構築

すること（公助）を通じて、「高齢者のための未来予想図」の実現を目指します。 

  

【図 2-37 の見方と解説】 

○この未来予想図では、上部に元気な高齢者 、中央部に介護を必要とする高齢者等  

を配置しています。 

○円の外側の は、約 80％の元気な高齢者を示しています。元気な高齢者は、趣味

活動や就労などを通じて、健康で生きがいのある生活を送っています。また、早い

段階から健康づくりや介護予防に取り組んでいます。 

○中央の円の や   は、高齢者のみの世帯、ひとり暮らし高齢者や認知症高齢者

など、支援を必要としている方たちを表示しています。 

○円の外側の や   は、元気な高齢者や、地域の団体、＊ボランティア、民間企業、

施設などを表示し、それらが互いに連携   をとりながら、中央の円内の人々を

様々なかたちで支援   する様子を示しています。特に、元気な高齢者には、ボラ

ンティア活動として、民生・児童委員とともに見守り活動を行うなど地域の担い手

として期待します。 

○住み慣れた地域で生活を継続するために、住まいの選択肢拡大や介護が必要になっ

た時に安心して介護保険サービスが利用できる環境づくりを目指します。 

○市では、支援を必要とする方への適切なサービスを提供するとともに、元気な高齢

者や、地域の団体、ボランティア、民間企業、施設などと連携し、見守り等の支援

や仕組みづくりを行っていきます。 

○高齢者支援センター     は、地域の身近な相談窓口として、各地域に設置し、

特に見守りや相談など高齢者が安心して暮らすための支援を行なうため、円の中に

表示しています。 

○    の中の１～５は、本計画の基本目標を表示しています。この５つの基本目

標に基づいて、第４章で記述する施策を展開し、10 年後の目指す姿の実現を図っ

ていきます。 


